
動 労 千 葉 鉄 建 公 団 訴 訟 ・ 東 京 地 裁 判 決 文 （ 骨 子 ）

１ ． 原 告 ら が 、 Ｊ Ｒ の 採 用 候 補 者 名 簿 の 原 案 に 一 旦 記 載 さ れ て い た と こ ろ 、 設 立 委

員 会 へ の 名 簿 提 出 期 限 （ 87 年 ２ 月 ７ 日 ） が 迫 っ た 段 階 （ 87 年 １ 月 末 〜 ２ 月 初 め )

に な っ て 急 遽 、 名 簿 不 記 載 基 準 が 策 定 さ れ て い る こ と 、 策 定 時 期 が 概 ね 改 革 労

協 側 の 国 鉄 当 局 に 対 す る 抗 議 の 姿 勢 が 最 高 潮 に 達 し た 時 期 と 概 ね 一 致 し て い る

こ と 、 名 簿 不 記 載 基 準 の 具 体 的 な 策 定 時 期 、 国 鉄 内 部 で の 意 思 形 成 過 程 等 の 主

要 な 策 定 経 緯 に つ い て 、 被 告 が 何 ら 説 得 力 の な る 主 張 、 立 証 を し て い な い こ と 、

国 鉄 の 職 制 が 分 割 ・ 民 営 化 に 反 対 す る 労 働 組 合 を 嫌 悪 し 差 別 す る 発 言 を し て い

る こ と 等 を 総 合 勘 案 す れ ば 、 国 鉄 当 局 と し て は 、 一 旦 は 原 告 を 含 む 動 労 千 葉 組

合 員 を も 基 本 的 に は 採 用 候 補 者 名 簿 に 記 載 す る 方 向 で 動 い て い た （ 少 な く と も 、

こ れ は 排 除 す る 明 確 な 方 針 を と っ て い た も の で は な か っ た ） に も か か わ ら ず 、

改 革 労 協 側 の 姿 勢 に 触 発 さ れ る な ど し て 、 動 労 千 葉 等 、 分 割 ・ 民 営 化 に 反 対 す

る 労 働 組 合 に 所 属 す る 職 員 を 不 当 に 差 別 す る 目 的 、 動 機 の 下 に 、 名 簿 不 記 載 基

準 を 策 定 し た と 推 認 す る の が 相 当 で あ る 。

２ ． 前 記 認 定 事 実 か ら す れ ば 、 本 件 名 簿 不 記 載 基 準 が 策 定 さ れ な け れ ば 、 原 告 ら は

採 用 候 補 者 名 簿 に 記 載 さ れ 、 そ の 結 果 、 Ｊ Ｒ 東 日 本 に 採 用 さ れ た は ず で あ る と

い い う る か ら 、 上 記 不 法 行 為 に 基 づ く 損 害 と し て 、 原 告 ら が Ｊ Ｒ に 採 用 さ れ て

い た で あ ろ う こ と を 前 提 に し て 経 済 的 利 益 （ 逸 失 利 益 ） を 観 念 す る 余 地 が あ る

と い う こ と は で き る 。

３ ． し か し な が ら 、 … … 不 法 行 為 に 基 づ く 損 害 賠 償 請 求 権 と 、 雇 用 契 約 関 係 の 存 続

を 前 提 と し た い わ ゆ る バ ッ ク ペ イ の 請 求 権 と は 、 も と よ り そ の 性 質 が　 異 な る

も の で あ り 、 … … 上 記 不 法 行 為 の 実 質 は 、 原 告 ら に 対 す る 国 鉄 に よ る Ｊ Ｒ 東 日

本 へ の 採 用 妨 害 行 為 と い う べ き で あ っ て 、 原 告 ら が 労 働 能 力 自 体 を 喪 失 し た わ

で は な く 、 … … 上 記 不 法 行 為 と 相 当 因 果 関 係 の あ る 損 害 と し て は 、 原 告 ら が 他

に 再 就 職 す る 可 能 性 を も 念 頭 に 置 い て 、 一 般 的 、 客 観 的 見 地 か ら 再 就 職 す る の

に 相 当 と 考 え ら れ る 合 理 的 期 間 の 賃 金 相 当 額 の み を 認 め る の が 相 当 で あ る と 解

さ れ る 。


